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『
イ
ー
ヤ
ー
サ
ー
サ
ー
、ハ
ー
イ
ー

ヤ
ー
、
ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ェ
ー
、
ハ
ー

イ
ー
ヤ
ー
』

　
大
き
な
か
け
声
と
と
も
に
大
太
鼓

を
颯
爽
と
担
ぎ
、『
ぬ
ち
か
じ
り
（
命

の
限
り
、
一
生
懸
命
）』
で
沖
縄
音

楽
を
演
舞
す
る
団
体
。
た
だ
踊
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
演
舞
の
中
で
、

な
に
か
言
葉
に
で
き
な
い
感
情
を
伝

え
よ
う
と
す
る
、
そ
れ
が
琉
球
國
祭

り
太
鼓
で
す
。
そ
の
歴
史
は
長
く
、

今
か
ら
約
40
年
前
、
沖
縄
県
沖
縄
市

の
若
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
沖
縄
と
言
え
ば
、
そ
の
温
暖
な
南

国
気
風
か
ら
観
光
が
注
目
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下

に
お
か
れ
な
が
ら
も
独
自
の
文
化
、

芸
能
を
守
り
続
け
る
と
と
も
に
現
代

に
至
る
ま
で
さ
ら
な
る
発
展
を
続
け

て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
魅
了
さ
れ
、
現
在

で
は
沖
縄
以
外
で
も
そ
の
文
化
、
芸

能
が
披
露
さ
れ
る
場
面
が
増
え
て
い

ま
す
。
私
た
ち『
琉
球
國
祭
り
太
鼓
』

は
、
太
鼓
の
活
動
を
通
じ
て
沖
縄
の

歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
伝
統

を
伝
え
て
い
き
つ
つ
、
時
代
と
と
も

に
進
化
す
る
創
作
芸
能
団
体
と
し
て

日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
週
に
２
～
３
回
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
配
慮
し

な
が
ら
）、
基
本
の
バ
チ
回
し
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
、
演
舞
曲
を
練
習

し
て
い
き
ま
す
。
演
舞
に
は
空
手
の

型
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
バ
チ
さ
ば

き
と
と
も
に
、
覚
え
れ
る
ま
で
何
度

も
何
度
も
。
大
太
鼓
で
は
約
７
㎏
ほ

ど
の
重
さ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
気

で
や
れ
ば
す
ぐ
息
が
切
れ
て
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
冒
頭
で
話
し
た
よ
う

に
、『
大
切
な
も
の
を
伝
え
て
い
け

る
団
体
』
を
目
指
し
て
。

　

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

◇練習日　水曜など
　　　　　午後7時～午後9時
◇場　所　西田布施公民館など
◇代  表  者　八石　明（講師）
◇問合せ先　八石　明
　　　　　　☎090-6838-8124

サ ークルスケッチ

琉球國祭り太鼓　山口支部
～ぬちかじり～

令和3年度 田布施町人権教育推進大会 最優秀受賞者紹介

　11月27日（土）に西田布施公民館で『田布施町
人権教育推進大会』が開催されました。
　大会では、夏休みに町内の小・中・高生から募集
した、詩、啓発標語の入賞者を表彰するとともに、
入賞作品集を制作し配布しました。
　最優秀受賞者は次のとおりです。（敬称略）

 最優秀賞
■詩の部　1点
　『未来は変えられる』　中川 莉那（田布施中学校１年）
　やめようよ。だれかの事を、こそこそ話すのを。
　やめようよ。見て見ぬふりをすることを。
　やめようよ。自分がされていやな事を相手にする事を。
　やめようよ。傷つく一言、言う事を。
　やめようよ。『これぐらいなら。』という思い込みを。
　少しだけ、私が勇気を出したなら、救われる笑顔が

あるかもしれない。
　少しだけ、私が勇気を出したなら、踏み出せる、一

歩があるかもしれない。
　少しだけ、私が勇気を出したなら、変えられる未来

があるかもしれない。
■啓発標語の部　１点
　『あいさつで　広がる友の輪　地いきの輪』
　清水 孔

こ う の す け
之祐（城南小学校４年）

問社会教育課　☎52-5813


